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群馬県昭和庁舎

地:群馬県溝橋市大手町 1-1 1 

途:美術鎗 'NPOサロン・パスボ…トセンタ}

喫茶室・会議室(改修後)

県庁舎(改修前)
V¥

工:1928年(昭和 3年)

改 修:20例年(平成13年〉
H
¥

所有者:群馬県

改修設計者:~槻佐藤総合計画

設修施工者:清水建設側

池下工業側

側関電工

金持興業鰯 

3
ふ

群馬県昭和庁会は、 1928年佐藤功一の設計により群馬県本庁舎として建設されたものを、新群馬県庁舎の完治

e

成に伴い改修、外側及び、内楽祭間の一部を謀有し、展示ロピ}として、また新庁舎の謀長開放路設の一部とし伯

て和理されるものである G

改修後の用途は果発利用のための余議、研修擦が主であり、学習会や発表会など生楼学習施設としての役割
 

を担っている。改修にあたっては、勢手前の試用等も務まえ、周縁、管理運営方法の検討を議ね、施設として果


"民が主体的に利用可能な関かれた交流の場になること金目指している。改修の蒸本コンセプトは、均年以上経忠

迭した議物を、般に歴史的建議物として翠存していくということのみにとどまらず、今後も永く住い続けられ忘

ることを主眼にしている。実際の改修作業は、機能上、安全上著しく不都合なきrH立の修理にとどめ、仕上林の

交換も絵美なものにならないよう、オリジナルのもつ降格を帰す努力が務所に見られる。内外装の政修は、議ャ

能性が損なわれていないものについては清掃や補修により継続捜患を困ることとし、新規に交換された建材も 

ω必要最少限に抑える努力が建物全体になされており、質素の中にも重厚で歴史的味わい深い建物となってい

る。

摘す際性能の確採については、建物としての機能性を損なわないよう記議し、バランスよく総置し

よる補強と、一部独柱の鉄板巻きによるせん断補強と併せ、現行の慾築基準を十分議廷するものとしている α

設備については、既存の建物にわかりやすしメンテナンスをしやすく配聾されている。特に便所ブ}スは、

前それ自体がユニットになっており、給水管及び排水管を撞工すればこんな袈所ブースができるという見本とな

る0 

2 各エネルギ…は、本庁舎から新設された地下さットで供給されており、その管理も良好な状態にある。 
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